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第 3 章は不活性ガスの排気機構を Xe131冊用いたトレーサー技術により研究したものである。それ
らの結果と，陰極面の衝撃イオン流の分布および侵蝕深さの観測結果から，不活性ガスはポンプの陰
極面ー侵蝕の強い部分にでなく，弱い所ーに主に捕えられ，残りは陽極面に堆積した Ti 膜に捕えら
れるととを明らかにし，不活性ガスの排気機構を解明した。第 4 章では，ポンプの欠点の 1 つである
アルゴン不安定性の機構を調べ，不安定性の原因は，陰極面でのガスの捕捉と周期的再放出にあると
とを明らかにしている。また 3 極型ポンプを考案し，不安定性の改善をしている。
第 5 章では，超高真空内の活性ガスの挙動を明らかにするため，遷移金属表面における CO， O2, 
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COz の吸着，表面反応，置換脱離を系統的に研究した。 CO の吸着とその酸化現象ならびに，吸着ガ
スの他種々のガスによる置換脱離の順序が明らかにされている。
第 6 章はゲッタ・イオンポンプによる活性ガスの排気機構を， CO を対象にして調べたものであ
る。 CO の排気には，金属面への吸着のほか，放電による CO の解離，吸着 CO の表面反応，置換
が重要な乙とを示している。






作し，到達真空度 10- 10 Torr の金属製超高真空装置の作製に成功し，超高真空実現の端緒を聞い
た。また残留ガスは油を使用した系では CO， 油のない系では M/e=28 (N2 が主) H20 A 等が
主である乙とを確認した。





3'. 金属表面の CO; CO2, O2 ガスの化学着と脱離，とくに吸着ガスの他の種類のガスによる置摸脱
離を質量分析法と金属蒸着膜の表面電気抵抗の同時測定により研究し，一般に吸着熱の小さいガス
により置換され気相に脱離することを示した。これらの結果を用い活性ガス，とくに超高真空実現
に重要な CO の排気機構を明らかにした。
以上のように本論文は学術上ならびに工業上寄与すると乙ろ大であり博士論文として価値あるもの
と認める。
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